
対応案No.1、2（お知らせ文等の固定文言の変更、提出物や提出期限等の枠内固定文言の変更）

（No.1の対応①）

文言マスタから取得し、印字する領域

（No.2の対応）

文言マスタから取得し、印字する領域

（No.1の対応①）

「案内文」を実装必須で追加する。

「印字編集条件など」に以下を記載する。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された

文言を印字する。この場合は、通番6は印字はしない。

（No.1の対応②・③、No.2の対応）

「お持ちいただくもの」、「備考」、「その他の案内文」を実装必

須で追加する。

「印字編集条件など」には以下を記載する。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定さ

れた文言を印字する。

現在記載している「1. この通知書」などの

表記は、初期値として位置づけるため、こ

のままとする。

（No.1の対応②）

文言マスタから取得し、印字する領域

⇒備考欄・予備欄は、No.4・5と同様に対応

する（対象者により異なる印字を可能とす

る）。

（No.1の対応③）

文言マスタから取得し、印字する領域

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト及び帳

票詳細要件の対応案となります。

文言マスタで管理する文言は、以下の内容を管理できることとする。

※機能・帳票要件（1.障害者福祉共通）に文言マスタの管理を追加する。

・複数行（改行付き）を管理できること

・先頭文字に全角空白文字を設定できるなど、インデントに対応できること

・半角文字、英数、記号など、一般的な通知書における文言に対応できること

※文字の強調（ボールド、アンダーライン、文字サイズ等）は対象外とする

⇒共通の機能・帳票要件に追加済。

2021/10/1自治体意見

文言は、障害種別（精神とそれ以外等）で打ち分けたい。

⇒管理項目の「管理場所」毎の設定が行えるようにする。

⇒共通の機能・帳票要件に追加済。

2021/10/1ベンダ意見

申請内容や障害の内容により住民ごとに持参いただくものを詳細に切り替えています。現在の対応

案ですと住民ごとの細やかな切り替えではなく、自治体ごとの一律の切り替えとなりますので、住民向

けの事前お知らせとしてはサービス低下します。

⇒標準仕様としては、対象者の申請種別や障害内容により印字内容を変更するのは難しいため、

多数の自治体とど同様に、固定文言（日本語表現）で対応をお願いしたい。

2021/10/1 ベンダ意見

備考欄は対象者によって異なる印字対応をしている市町村

もあるため、No4と同じ対応が必要である。

⇒備考欄、予備欄はNo4と同様にする。

2021/10/1ベンダ意見

当対応をするのであれば、通番6の印字は不要。

⇒通番6の印字は無しとし、文言全体の印字のみとする。

※教示文と同様のパタン。他帳票も同様に対応する。

障害者福祉システム等標準化検討会

第２回手当ＷＴ
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対応案No.3（教示文の変更）

文言マスタから取得し、印

字する領域

「全文」を実装必須で追加する。「印字編集条件など」に以下を記載する。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字する。この場合

は、通番36から39は印字はしない。

※文言マスタで、印字有無が「有」となっていない場合は、通番36から39に従う。

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト及び

帳票詳細要件の対応案となります。

○現状の仕様

教示文の文言は固定されている。

ただし、都道府県名や市町村名、市町村長はシステムから印字する。

○変更後の仕様

以下の２つから選択可能とする。

①現状の仕様

②教示文の全文を文言マスタで設定し、文言マスタから印字する

※都道府県名や市町村名、市町村長も含めて文言マスタで設定する

2021/10/1ベンダ意見

・②のみでよい。

・選択可能とはせずに「①現状の仕様」については削除していただきたい。

・①と②のどちらか一方にしてほしい（ベンダが選択できるでもよい）。

⇒②のみに変更する。
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対応案No.4、5（備考欄・予備欄への印字、独自項目の印字）

帳票詳細要件の「印字編集条

件など」に従い印字する

「印字編集条件など」に以下を記載する。

○文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文

言を印字する。

○印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言につい

てパラメタで複数項目を設定でき、印字有無が「有」となっている項目

は、印字する。
２面だけでなく、４・５・６面の予備

欄も同様に対応する。

帳票詳細要件の「印字編集条

件など」に従い印字する

「印字編集条件など」に以下を記載する。

○文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字

する。

○印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言についてパラメタ

で複数項目を設定でき、印字有無が「有」となっている項目は、印字する。

○３手帳に限り、印字すべきマーク（画像ファイル）を管理でき、マークを印字す

るために関係する管理項目及びその値を設定できること。この設定内容及び管

理項目の入力値により、マークを印字する。

帳票詳細要件の「印字編集条

件など」に従い印字する

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト及び

帳票詳細要件の対応案となります。

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト及び帳

票詳細要件の対応案となります。

2021/10/1自治体意見

予備欄への文言は、出力の都度、自由に設定したい。

⇒管理項目に「予備欄二」、「予備欄四」のように実装オプションで追加し、印字できるようにする。

なお、特記事項は、”印字編集条件など”に、「事務処理要領の***に従う」といった追記をする。

2021/10/1自治体意見

再交付日は１面に印字しているため、印字場所の変更が必要である。

⇒国で示されている様式については、標準化に合わせて印字場所は固定とする。

2021/10/1ベンダ意見

該当備考欄に印字が可能となる項目を予め編集項目に定義して、その中から

印字項目を選択可能（複数も可）となるようにしてほしい。

⇒各帳票の各印字場所ごとに、印字候補項目をあらかじめ用意するのは困難

であり汎用性に欠けるため、候補は定義しない。

2021/10/1ベンダ意見

３手帳のマークの印字の要望は聞いたことが無いため、対応

するとしても実装オプションにしてほしい。

⇒実装オプションとする。

2021/10/1ベンダ意見

障害福祉サービス受給者証の場合は、事務処理要領に予備欄の記載例がある

がどうなるのか。

⇒記載例の内容を印字するように、「印字編集条件など」に記載する。

2021/10/1ベンダ意見

再交付日等が記載されてい

るが、これは何か。

⇒削除する。
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対応案No.6（印字項目の実装オプション項目の対応）

申請書・届出にある実装オプション項目はこのままとする。

【理由】

更新申請時に、前の受給内容に関する部分を印字するか否かは自治

体により運用が分かれるため、”システムからの印字有無”を実装オプ

ションとしているため。申請書・届出の様式であるため、このままでよい。

※手当の所得状況届も同様。

申請書関係 ⇒ このまま
通知書関係 ⇒ 備考欄や余白に寄せる

○帳票レイアウトの修正

実装オプション項目の枠を削除し、予備欄（備考欄）を追加する

（又は余白を設ける）。

○帳票詳細要件の「印字編集条件など」への追記

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言に

ついてパラメタで複数項目を設定でき、印字有無が「有」となっ

ている項目は、印字する。

例）有期認定有無、有期認定年月を印字する場合

印字項目：有期認定有無、有期認定年月

印字有無：有

前付加文言：「有期認定有無：」、「有期認定年月：」

後付加文言：（空白）

⇒予備欄への印字は、以下のようになる。

「有期認定有無：有

有期認定年月：令和4年10月」

一覧帳票関係 ⇒ 備考欄に寄せる

○帳票レイアウトの修正

実装オプション項目の枠を削除し、備考欄を広げる。

○帳票詳細要件の「印字編集条件など」への追記

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言に

ついてパラメタで複数項目を設定でき、印字有無が「有」となっ

ている項目は、印字する。

例）希望手帳様式を印字する場合

印字項目：希望手帳様式

印字有無：有

前付加文言：（空白）

後付加文言：（空白）

⇒予備欄への印字は、以下のようになる。

「カード（又は紙）」

実装オプションを実装必須に変更することが難しい場合の対応例となります。

備 考

問合せ先管理にてメールに関する設定が無い場合は、

「メール」のタイトルも含めて印字しない、といった仕様を帳

票詳細要件の「印字編集条件など」に明記する。

2021/10/1自治体意見

備考に寄せるのではなく、空白にハイフンを入れるなどで対応できないか。

⇒タイトル部分に二重線・アスタリスクを入れるなど対象外項目と分かる表現方法と

備考欄に寄せる方法の２パタンを作成し、１０月WTで提示する。
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対応案No.7（ページ数の相違等レイアウトの大幅変更）

分かりやすい例として、

障害福祉サービス受給者証で示

します。

○現状の仕様

１４面まで、このレイアウト及び印字項目となる。（変更不可。）

○変更後の仕様

あらかじめ印刷した紙（プレプリント用紙）を利用することを大前提とし、

プレプリント用紙をプリンターのカセットもしくは手差しにセットし、

標準システムからは標準仕様で定められた場所及び項目へ印字する。

印字場所及び印字項目を標準仕様に合わせていただく必要はあるが、

それ以外は柔軟な対応が可能となる。

（例えば、事業者記入欄は別冊にする等。）

2021/10/1自治体意見

プレプリント用紙前提は困るため、通常用紙との選択式にしてほしい。

⇒２パタンからの選択式を検討する。

（打合せ後追記）

システムからの通常用紙による出力となる場合は、国様式と同じ（標準仕様書の帳票レイアウトと同じ）になることが前提となる。

2021/10/1ベンダ意見

・通常印刷を可能としてほしい。

・プレプリント用紙での印刷とする場合は、カスタマイズが発生しないように印字場所と項目は固定化してほしい。

・あらかじめ印刷した紙を利用した場合、制度改正等により様式が変更となった際に、従来の用紙が使用できなくなる（在庫の用紙を破棄することになる）可

能性があるため、「標準システムからは標準仕様で定められた場所及び項目へ印字する」のみでよい。

⇒２パタンからの選択式を検討する。

2021/10/1ベンダ意見

プレプリント用紙へ印字する場合、印字位置のずれ等の影響が考えられる。

受給者証は自治体により使用している用紙（A4用紙またはシールの用紙）が異なる場合があるが、今回の変更後の仕様によって、具体的なプレプリント用

紙が示されるという理解でよいか。

⇒具体的なプレプリント用紙も示す。通常印刷時と同様の印字場所と印字項目を前提としたプレプリント用紙となるため、障害福祉サービス受給者証の場

合は、（一）～（六）面は標準と同様となり、（七）面以降は自由となる。
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